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ことばから始める音楽授業I

～題材「にほんごは　おんがくのすてきなおかあさん

（小学校1年生）」の実践から～

T h e  M u s i c  C u r r i c u l u m  i n  S c h o o l  B a s e d  o n  T h e  M u s i c a l i t y

i n  T h e  J a p a n e s e  L a n g u a g e  I

:  F r o m  T h e  C a s e  o f  1 s t  G r a d e  i n  T h e  E l e m e n t a r y  S c h o o l

伊 野 義 博

Y o h i h i r o  I N O

は じめに

音楽科教育にお いて は, 日本 の伝統性にもとづ いた音楽学習の必要性が指摘されて い る｡ こ の ことが真に

実現されるためには, ただ単に ｢ わらべ うた｣ や ｢ 民謡｣ を教材として 扱うとい っ た発想で は不十分で あろ

う｡ ｢ 日本｣ に生きる子どもの 現状と音楽性を捉えた上 で , 最善の プロ グラム を考案 して いかなければならな

い
｡

そ の ため には, 日本 の子 どもがどの ように音楽的で あるか ( あるい は音楽的で あり つ づ けてきたか) , と

いうことを今 一 度子どもの現実から見つ め直す必要があるだろう｡ 学校における音楽教育は, そうした事実

を踏まえた上 でなされるべ きだと考える｡

筆者が考える子どもの事実とは, 日本語を母国語と し, 日本の風土 の中で生きて い るという当たり前の 現

象で ある｡ 日本語で話し, 行動し, 表現する子どもの身体には, すで に豊かな音楽性が内包されて い る｡ と

い うのも, 言葉や言葉を用い て表現する行為そ の もの が, すで に音楽的な側面を多く持 っ て い るからで ある ｡

こ の こと駄 目本の伝統音楽が声の音楽を中心としたもの で あり, 言葉と密接に関わっ て生成されて きた こ

ととも深く関係してくる｡

本稿は こうした考えの もとで , 小学校低学年に焦点を当て た授業を紹介するもの で ある｡ 特に低学年に目

を向けて い る の は, 義務教育の最初の 段階で どの ような形で伝統性に立ち向かわせ るかとい っ た理論と実践
の 統合的な研究が, 過去のわらべ うたの実践以降見られない からである ｡

内容と して はまず, 言葉と音楽と の 関連を捉える｡ こ こで は, 言葉の持つ 音楽的な側面や言葉と音楽との

関係, そ して, 音楽を創出する言葉 の カに つ い て考察する｡ そ の 後, 言葉の持つ 音楽性に注目した教材収集
の 視点と具体的な教材例を紹介し, 授業を構成 して いく｡

本授業は, 平成1 5 年 6 月 5 日, 新潟大学教育人 間科学部附属長岡小学校 1 年 1 組におい て筆者により実践
され たo 本稿は , そ の 際参会者に資料と して配付された原稿をもとに して い る

｡
こうした性格上 , 本文はい

わゆる ｢ で すます｣ 蘭で語りか けるように書かれて い ることを了承された い ｡ 全体 の構成は, 以下 の ように
な っ て い る｡

Ⅰ ことばと音楽

1 ことばの持 つ 音楽的な側面
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2 ことばで表現する音楽

3 歌を生み出すこ とばの 力

4 歌の 創出

Ⅱ 教材収集の視点と教材開発

Ⅲ 活動の 枠組み

Ⅳ 学習が期待される音楽的側面

Ⅴ 授業構成案

1 ど の ような題材か

2 なぜ この ような題材か

3 ねらいをま何か

4 どの ような流れになるか, 用 い る教材は何か

5 学習指導要領との 関連はどうか

6 評価規準をその ように設定するか

7 授業の 全体計画, そ して評価の計画と方法は?

8 実際の 展開はどの ようになるか

◎資料 紙芝居

Ⅰ ことばと音楽

1 ことばの持つ 音楽的な側面

例えば子どもが ｢ おかあさん｣ とい うことばを発する時の ことを考えてみましょう｡

すで に ｢ おかあさん｣ には, おかあさん とい っ た高低の アクセ ントを感じ取る ことができます｡

おかあさんを呼ぶときの 状況に よ っ て , い ろ い ろな表現が生まれてきます｡

近くにい るおかあさんに声をかける時は, おかあさん, あるい は ｢ かあ｣ より ｢ さん｣ の方がも っ と高い

昔になる こともあるで し ょうか ｡

遠くにい るおかあさんを呼ぶ場合は, ｢ おかあさ - ん｣ とな っ たり します｡

呼び手の感情によ っ て , 声 の 音色や発音の 仕方も微妙に変化します｡ 甘えるとき, しかられた時, 切ない

時 - 等々 ｡

これらの表現に は, 音 の高低, 音色, 発声, 発音等の要素が含まれてお り, 皆すで に音楽的です｡

｢ ぉかあさん｣ とい う呼びか 桝こ対して ｢ なあに｣ という応答が生まれます｡
こ の 時, 子どもの発する ｢ お

か あさん｣ と, 母親の 答える ｢ なあに｣ の 間に 払
一 呼吸を単位とした自然なリズム が形成されます.

こ の

会話の ア ンサン ブル は, 相互 の気持ちと呼吸が合うこと により, い っ そう確かなもの となります｡ また, 呼

びかける子 どもの感情やそ の感情をどの ように受け止めて おかあさんが答えるか に よ っ て様々な表現が生ま

れてきます｡

日本の 子どもの音楽的表現の形式に つ いて 藤田芙美子氏は, ｢ 日本の子ども の ｢ 音楽表現の 形式｣ の基礎

的な単位は,
一 呼吸周期で発話される日本語の フ レ

ー ズ, 請, 音節によ っ て 作り出される ｡ そ の音響構造は,

そ の 行動が起 こ っ たときの 子 どもの 表現意欲 の 強さ, 呼吸の 長さ, 日本語 の音構造 を変数とし て決定され

る｡ ｣ こと を明らか にすると同時に , こ の ｢ 音楽表現の 形式｣ が ｢ 日本の 子 どもた ちの パ フ ォ
ー

マ ン ス に
一

貫して 認められ る｡ ｣ ことを指摘されて い ます
1

｡

こ の 事実は, 学枚における音楽教育を考える上で きわめて重要なことに思われます｡ 子 どもの音楽表現の

基本構造が, 呼吸に支えられた日本語の フ レ
ー

ズ, 請, 音節に よ っ て成り立 っ て い るならば, そ の事実を根

幹にすえた音楽教育がなされる必要があるで しょう｡

ことばは, 呼気と吸気の くり返 しに よる人間の 呼吸に よ っ て外界に声と して発せ られますが, そ こで 払

日本語が自然に形成するリズミカ ル な様相が よくわか ります｡
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わたくし 生まれも育ちも葛飾柴又です

帝釈天で産湯をつ か い 姓はくるま 名はとらじろう

人よんでふうてん の寅とは っ します

1 0 7

名画 ｢ 男は つ らい よ｣ で は, 寅さんが こ の ように自己紹介をします｡ こ の場合, ｢姓はくるま｣ O ｢名は

とらじろう｣ とい っ たそれぞれの 語で フ レ ー

ズが小さく区切られ, 呼吸の たびに ｢ 間｣ が生じます｡ また,
｢ 姓は｣ ｢ とらじろう｣ ｢ふうて ん｣ とい っ た箇所で音高が上が っ て 強調され, 渥美清の 素敵な声に支えられ
て い っ そう豊かな表現を帯びて きますo

寅さん の名調子は, こうした日本語を発する時の言語的身体的特性がいか んなく発揮されて い るの です｡

こ の ように, ことばは声に出して伝えられた時, 内包されて い た音楽的な躍動があふれ出てくるの です｡

すぐれた感性をも っ た先達が, すばらしい ことばを生み出してきま した｡

ど っ どど どどうど どどうど どどう

青いくるみも吹きとばせ

す っ ぱい かりんもふきとばせ

どどど どどうど どどうど どどう ( ｢風 の 又 三郎｣ 宮沢賢治)

歌舞伎の七五調の せりふは, 七, 五 とい っ たことばのまとまり により, リズ ミカ ルな語調を生みだ し, 樵
式化された日本語の素晴らしさを味わうことができます｡

弁天小僧菊之助 : 雪 の下から山越に, まずここまでは落ちの びたが ,

忠 信 利 平 : 行く先 つ まる春の夜の , 鐘も七 つ か六浦川 (む つ らがわ) ,

赤 星 十 三 郎 : 夜明けぬうちに飛石の , 洲先 (すさき) を放れ舟に乗り,

南 郷 力 丸 : 故郷を跡に三浦から, 岬の沖を乗り廻せば,

日 本 駄 右 衛 門 ‥ 陸 (くが) と違 っ て浪 の上 , 人目にか かる気遣い なし,

(歌舞伎 ｢青砥稿花紅彩画 ( あおとぞうしはな の に しきえ)- 白浪五人男 < 稲瀬川勢揃い の場 > ｣ より)

こうした例は, 何も大人の世界に突然あらわれるわけで はありませ ん
｡ 子どもの世代と深く問わ っ て い る

の であり, その 関わりの 連続が様々 な伝統芸能や音楽, 文学にに集約されてきたの です｡

グッ チ ッ パ ー

の パ の グのチ の パ の グ

ジ ャ ン ケン ボン ( じや んけんうた)

おちゃ らか おちゃらか おちゃらかホイ

おちゃらか か っ たよ ( o r まけたよ o r あい こ で)

おちゃ らかホイ ( じ や んけんうた)

茶ちゃ つ ぱ 茶 つ ぼ

茶 つ ぼに や ふた がない

そ こ と っ て ふ た に し ょ (手遊びうた)

ワ ン ワ ン , ピ ー

チク バ
ー

チク, ドン ド ン , ガタガタ等々 , 日常的に話す日本語そ のもの がすで に拍感をも っ
て い るわ けで すo 子 どもが ｢ おちや らか ?｣ を遊ぶ時, 日本の伝統音楽の 中に見られる, 一 拍連続 の拍感や,
表間, 裏間と い っ た感じ方を十分に楽しんで い る ことにな ります｡
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さて , ことばの持つ 音楽的な側面は, 子どもの 感情, 呼吸, 遊びの 様態などと絡み合い ながら ｢ ふ し｣ と

な っ て いきますo

先ほ どの ｢ おかあさん｣ は,

おか
- あさん

ゾ ラ ソラ ○

友達を遊びに誘う時は,

た - か しくん∨あ ー

そび
- ましょ ∨

ラ ソソ ラ ○ミ ･ ソラ ･ ソ ラ ○

などとな っ たり します｡

今でも子どもがよくやる遊び に ｢ だるまさんが ころんだ｣ がありますが, こ こで は鬼にな っ た子 の 口から

は, い ろ い ろな ｢ だるまさん｣ を聞く ことが できますo

1 拍ずつ , 単調に言うと,

だ る ま さ ん が こ ろ

となりますし, 前後にことばを集めると,

だ るまさんが

などどな っ たり します｡

また , 歌にして しまう子どもも います｡ 例えば,

だ
-

るまさんが こ - ろんだ∨

ラ ラララララ ラ ソソラ○

ん だ

こ ろんだ

まさに, 先程の 藤田氏の指摘の 通り, ｢ そ の行動が起こ っ たときの 子どもの表現意欲の強さ, 呼吸
の長さ｣

が変数となり い ろい ろな表現が生まれて いますo 私たちにと っ て大切なの は, 日本の 子どもが こうしたすて

きで豊富な表現方法をすで に自身の内に身体化して い ること, そ して そうした子 どもたちに対略
して い ると

いう事実です｡

2 ことばで表現する音楽

日本におい て , こ とばをともない 音楽表現をすることはとても自然な行為で した o
｢ 唱歌 ( しょうが) ｣ と

いう用語があります｡ 唱歌とは
一 般に日本の 楽器の旋律またはリズム をロ で唱えること

2

いう意味に解され,

楽器の教習や習得 の ために用い られて いますo 例えば, 太鼓のリ ズム を ｢ テ ン ツクテンテ ン｣ , 撃 の 節を
｢ テ

ントン シ ャ ン｣ な どと表現します｡

有名な琴曲 ｢ 六段の詞｣ は ｢ テ
ー ン ト ン シ ャ ン O ｣ と い っ た唱歌で始まりますが, こ こに は, 旋律 (節

回し) やリズム , 音色をはじめ, 音楽表現上 の細かな情報が総体と して含まれ
て いますo

こう- した唱歌によ

る表現は, 日本の 伝統音楽を習得する上で は欠く ことで きないもの で すが,
こ こで は, 日本語がその特性を

い かんなく発揮し, 音楽の 世界を見事に表現して いますo

こ の こ とは以下に示すわら べ うた ｢ あぶくた っ た｣ の例を見るまでもなく, 日本語
が豊富な擬音語や擬態

語を持ち, それを母国語とする人々 が, 子 どもの 噴か ら日常的
にそ の世界に浸 っ て い ることとも深く関係 し

て くるもの と思われます｡

あ ぶくた っ た

あぶくた っ た にえた っ た

にえたかどうだかた べ て み よう ム シ ャ ム シ ャ ム シ ヤ

まだ にえな い

あぶくた っ た にえた っ た

にえたか どうだかた べ て み よう ム シ ャ ム シ ャ ム シ ヤ
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もうにえた

とだなに しま っ て ガチ ャガチ ャガ チ ャ

おふろには い っ て チ ャ プチ ヤ プチ ャ プ

おふとん しいて で んきをけして

おやすみなさい

トン トン トン なん のおと かぜ のお と ああよか っ た

トン トン トン なん のおと 0 0 のおと ああよか っ た

トン トン トン なん の おと 0 0 の おと ああよか っ た

トント ン トン おばけ ( キヤ
ー

)

3 歌を生み出すことばの力

｢ おかあさん｣ の と ころですで に触れましたが, 日本語 の持つ 高低 の ア クセ ン トは, それにも っ とも適し

た音程関係 に対応 して きます｡ 最も基本的なもの は, ラとソとい っ た ように長 2 度の 間隔をも っ たもの で

す｡ ちなみに, 子どもが 1 , 2 , 3 と数を数える時は,

い -

チ に
-

イ さ - ン し - イ ご - オ -

ラ ソ○ ラ ソ○ ラ ソ○ ラ ソ○ ラ ソ○ -

とい っ た形の 歌に したりします｡ また, ｢ ちゅうちゅうた こかいな｣ の場合,

ちゅうちゅうた - こか - いな∨

ソ ･

ラ シ
･ シ ラ

･

ソミ
･

ソラ○

とな っ て , ミソラとい っ た音階が使われたり します (音高は相対的なもの で す) ｡ これらは, 伝統的なわら
べ うたで用い られて きた音階です｡

こ の ように, 日本で はことばと歌は密接な関係を保 っ て きました｡

さて , 歌を作るとい っ た場合, 私たちは
一

般に ｢ 作曲｣ とい う行為を思い 出します｡
しか し, 日本におい

て , 特に民俗にお い て は, ある歌や曲を作り出すということと, 私たちが考えて い る作曲という概念とはず
いぶ ん異なっ て いま した｡ 歌は, もともとあ っ たもの に何らかの変容を加えて作り替えて いく の がも っ とも

基本的な方法で した｡

これは, 子どもの世界でも大人 の世界で も同じですが, 例えば, 手遊びの じや んけん歌 ｢ おて らの お しょ

うさん｣ の場合, 私が良く知 っ て い るの は次のもの で す｡

おてらの おし ょうさんがかぼちゃ の たねをまきました

めがでてふくらんで はながさい て ジ ャ ン ケ ンボ ン

この後半部分 ｢ ふくらんで｣ 以降払 次の ようなたくさんの , でも少しずつ 違 っ た歌 ( ヴア リアン テ) を

見つ ける ことがで きます｡

･ は
- ながさい て ひ - ら い て エ ツ サカサ -

の ジャ ンケン ボン
･ は -

な がさ い て ひ - ら い て エ ツ サカホイ

･ は - ながさいたらかれちゃ っ て に んぽうつ か っ て そらとんで

テ
-

レ - ピ ー

の
- ま - え ー

で チ ャ ンネルまわして ジャ ンケン ボン
･ は -

ながさい て みに な っ て ピス トル バ ス トル ぐん かん の っ てチ ョ
･ は -

ながさい て みがな っ て くるくるまわして ジャ ンケ ン ボン

4 歌の創出 ( 特に民俗に おい て)

こ の ように, わらべ 歌に見られ るたくさん の ヴア リア ンテ は, 日本の 子 どもがもともと歌をつ くり出す豊



1 1 0 新潟大学教育人間科学部紀要 第 6 巻 第 1 号

かな能力を持 っ て い る ことを示 して います｡
こうした能力は, 大人世代に通 じて いき, 人 々 は多くの ｢ うた｣

を生み出してきました ｡ 無数に存在する民謡はそ の 代表格です｡ 民俗にお い て , ｢うた｣ は, 歌う人自らが

作り, そ して 歌うとい っ た行為の過程で次第に形づ くられて きた の で す｡ ｢ もと｣ となる ｢ うた｣ を, 自身

や集団の 中に取り入れ, 新たな自分 ( たち) の ｢ うた｣ を生み出す作業の 繰り返 しです｡

例えば, 次 の楽譜は, 新潟市内野 の盆踊り唄の歌い 出しです｡

歌 い 出し1 : 盆だてが んね なすの皮の雑炊らい え
-

歌 い 出し2 : 竹 の切り 口 に し こた ん こた んと なみなみた っ ぷり たまりし水は い え
ー

｢歌 い 出し 1 ｣ は, 盆踊り唄の 中で最もよく歌われる パ タ
ー ン ですが, 盆踊りは, 歌い手の 気分を自由に

即興する ことがその醍醐味で すの で , ｢歌い出し 2 ｣ の ように , たくさん の歌詞を入 れ込 んで しまうことも

で てきます｡
ことばを拍に乗せ , 附加して いくこと による即興的な表現が見て取れます

3

｡

新 潟市 内野盆踊 り唄 歌 い 出 し 1 唄 , 採 磁 ; 伊野 醸博

ぽん だ て ん が ね な す の か
- - わ の ぞうすい ら い え

-

新 潟市 内野盆 踊り 唄 歌 い 出 し 2 覗 , 楼蘭
r

伊 野 鶴 岡

民謡 の成立に つ い て町田佳聾氏は, 歌 い手に作者と いう意識がなく, おもしろい 節を個々別々 に真似て 仲

間うちや共同体の 中で修正され, やがて は土地の 民謡として 成立してい くもの であることを指摘されて い ま

す
4

. また, 民謡 の旋律認識に つ い て柿木吾朗氏 払 有名な ｢ 刈千切唄｣ の 比較分析を通して ｢ 日本の 民謡

で は, 旋律の 各部分の構造式が同じであり, か つ 特徴的なリズム も含めて の旋律曲線がだ い だい
一 致 してさ

えいれば, 細部の旋律運動 ( 小節など) にかなりの 相違があ っ て も,
一 般 には

一

つ の 旋律として認識され ,

きかれて い る｣ と い う事実を示 して います
5

. 西洋的な耳から言えば明らか に異な っ て い る旋律を同
一

の もの

として 認め, 次 郎 こ改編 して い く態度が, 新たな様式を創り出して いきました ｡ 日本では, まさに こ の よう

にして たくさんの 歌が生まれて きた の です
6

｡

こ の ｢うた｣ をつ くり出す能力はしか し, 現代で はい つ のまにか消えようとして いますo 音楽科教育で 払

｢ すで にで きあが っ た作品｣ の表現や鑑賞に重点がおかれ, 創作の 学習で 払 他と違 っ たオリジナリティ の

ある曲を作る こと こそが, 個性として 認められて きま した ｡

昨今, 日本の 伝統性に根ざした音楽の 学習が注目を浴びてきて います｡ 伝統的な楽器や音楽作品に目を向

ける ことはもちろん大切で すが, 例えばこ の ように ｢うた｣ が ことばと深く関係 しながら創出される道筋に

光を当て , そ の 様相を明らか にするとともに, 確かな力と して 次世代 に伝える ことこそ音楽教育の重要な任

務で はない か と考えます｡ 伝統性に根ざした音楽を教えるとい うことは, ｢ 見える部分 ( 例えば楽曲や楽器そ

のもの) ｣ に加えて , ｢見えない 部分 (例えば民俗が培 っ て きた音楽の感 じ方や創出法)｣ を教えるとい うこ

とに他ならなりませ ん｡

Ⅱ 教材収集の視点と教材開発

以上 の ような視点か ら, 教材と して 適当なもの を様々 に考え探索し ました｡

○ 日常会話 から

日常会話に おける音楽的な側面を意識的 に取り上 げます｡
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例えば, ｢ 0 0 さ ? ん｣ ｢ は ? い｣ とい っ たような呼びかけ ･ 応答の場面では, 呼びかける人と答える人と
の間には, 呼吸を合わせ , 話し言葉の音韻的習慣に従 っ た音楽的な行為が認められます

7

｡
こ の 場合, 子 ども

は, 日本語に特徴的な高低アクセ ン トを生 か しながら, 一 呼吸の中で音節のまとまりに従 っ て , 相手の 呼び

か 桝 こ呼応した応答を見事に行うことができます. 授業において , 先生と子どもの会話の中に, こうした状

況を意識的に作りだし, 会話から生まれる音楽的な側面を強化することは, きわめて意味の ある ことと考え

ます｡

○ オノ マ トペ から

日本語の 持つ 豊かなオノ マ トペ の世界は, 教材として魅力的ですo
｢ ドン ドン｣ ｢ ル ン ル ン｣ ｢ ヒ ラヒ ラ｣

｢ ワ ン ワン｣ 等々 , 声に出しただけで , リズ ミカル な音楽表現を可能に します｡ 先述した, わらべ 歌 ｢ あぶ

くた っ た｣ では, ｢ ム シ ャ ム シャ ム シ ヤ｣ ｢ ガチャ ガチャガチ ヤ｣ ｢ チ ャ プチ ヤ プチ ャプ｣ ｢ トン トン トン｣ と
い っ たオノ マ トペ が, 自然なリズム を生みだ し, 楽しい音楽の世界を演出して い ます｡

○ 物売りの 声から

物売りの 声は日本語の持つ 特性を生か しながら, 様々 な音楽的側面を凝縮 した表現で す｡ 例えば, ｢ おせん
にキャ ラメ ル｣ と い う売り声で は, 日本語 の 等拍の拍節感そ の ままに, ｢ おせ ん に｣ ( 4 拍) + キ ャ ラメ ル

( 4 拍) - おせ んにキャラメ ル ( 8 拍) とい っ た表現されます｡

おせ んにキャラメ ル

1 2 3 4 5 6 7 8

これに ｢ え ?｣ が加わり, ｢ え ? , おせ んにキャラメル｣ などとなどと声にするとい っ そうまとまりがで て

きます｡

歌うことが強訴された売り声もあります｡ 例えば, 納豆, い しやきいも, 金魚, 竿竹などの売り声が代表
格です｡

い -

しや - きい も ー ∨ た - けや - さおだけ
- - V

y
･

ラ シ
･ シ ララ ○ ミ

･

ソソ
-

ミラララ
- - ○

○ 日本語の韻律 (特に玉音と七音) から

短歌や俳句など, 玉音七音に代表される日本語の 定型 リズム は, 語り物や歌い物か ら盆踊りの 口説きの歌
詞にい たるまで , 日本の伝統音楽の旋律やリズム の形成に深くかかわ っ て います｡

七五 卸 こ代表されるようなことばの リズム を楽しむ活動も充分に味わわせ たいもの で す｡

○ わらべ 歌から

ことばの持つ音楽的な側面が自然にしかもい かんなく発挿されたもの として , わらべ歌があります｡ 今回
は, 次の ようなわらべ 歌を実際に用いました

8

o

･

だ るまさんが ころんだ . もぐらどん の おやどがね ･ あんたがたどこさ
･

はない ちもんめ ･ ずいず いず っ ころばし ･ キ ュ ー ピ ー さん
･ た けの こ 一 本おくれ ･ ひらい たひらい た ･ かくれんぼ ･ さよならあんこ ろもちまたきなこ

9

･ 茶々 つ ぼ ･ さよなら三角 ･ 手 つ ないで

○ 呼吸 ( 息) や身体性から

わらべ 歌で 遊ぶ子どもの 様子を思 い浮か べ ればただちに理解できますが , 子どもは, 自らの身体の 動きに
よ っ て音楽を受け取り, 一

呼吸を単位として表現して い きます｡
｢ 手を打つ｣ ｢ 歩く｣ ｢ 身体を揺する｣ ｢ 唱え

る｣ とい っ た活動を組織する中で, 音楽性を高めて いく ことが できるで しょう｡ また, 呼吸 ( 息) をもとに
した表現は, 子 どもの会話や音楽表現 のみ ならず日本 の伝統音楽にまで共通に位置付けられます｡ それぞれ
の 息の長さを基本と した表現の在り方は, 個人 の 自由な表現様式を生み出してきただ けで はく, 互い の気配
を感じ, 息を合わせ ると い っ たように, 日本に おけるア ンサン プル の基本をな して きま した｡
○ 唱歌 ( し ょうが) から

楽器の節や旋律, 音色をことば により表現する唱歌の発想や感覚も, そ して 唱歌そ のも のも教材と して用
い る ことがで きそうで すo

｢ ピ ー ヒ ヤ ラ ドン ドン｣ と か ｢ ドン ド コ ドン｣ とい っ た表現 払 子 ども の遊び の
世界や絵本な どに も見られ ます｡
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○ お話から

お話 払 それを語るだけで そ こにたちまちことばの持つ 音楽性が立ち現れますが, 今回は特に , 日本語 の

持つ拍感 (拍の まとまり, 表間 ｡ 裏間,
一 拍連続などの拍が生み出す特徴) や発音 ｡ 語感のまとまり, 語呂

や言い 回しの 良さを含んだもの を選択するようにします｡ 例えば次の ようなお話に注目しま した｡

< お べ んと すい と>
1 0

こ の 作品は, わすれんぼの けんちや んが, 明日 の 遠足に持 っ て いく ｢お べ んとうとす い とう｣ を忘れない

ように ｢ お べ んと す いと｣ と言い ながら帰るの で すが, 帰り道の い ろい ろな出来事の中で , ことばがどんど

ん変わ っ てい くもの ですo
ことばは ｢ お べ んと す いと｣ の リズム型 にの っ て ｢ おせ んべ うい ろ｣

→ ｢ テテ

ン とたい こ｣ - ｢ ゴ ホ ンとしや つ くりこ｣ - ｢ コ ロ ツ とス ッ と｣ とい っ たように変化します｡

< ちや つ くりがき い ふ >
11

こ のお話払 ｢ お茶と粟と柿と姓｣ を売りに出た男が, 金魚売りの ｢きんぎょ
- え, きんぎょ 一

つ ｣ と い っ

た呼び声や豆腐売りの ｢ とうふ
-

, ごまあ抗 が んもどき っ ｣ の呼び声を聞い て , ｢ お茶と栗と柿と姓｣ を

短くまとめて 言うことをひらめき, ｢ ちや つ くりがき い ふ｣ と い い ながら町を売り歩きます｡ するとそれをき

い た子 どもたちが ｢ パ ッ ピ, プ ッ ペ , ポ｣ と後に続き, さらにチ ン ドンやの ｢ チ ャ ンチキチイ
- ン, ドドオ

ー

ン｣ が加わり, 賑やかに街を歩くことになります
12

｡

< ネズミ経 >
13

地元の昔話に注目して みま した ｡ そこ にも, 楽しくゆかい な音楽性あふれた ことばの世界が広が っ て いま

す｡

長岡市成願寺町の高野アサさんに よ っ て 語られた ｢ ネズミ経｣ で は, お経を頼まれた にせ の お坊さんが,

因 っ て しま っ て ,
一

匹 のねずみの様子をネタに次の ような適当なお経を読み上げますo

の ぞい たそうろう の ぞいたそうろう

すくだま っ たそうろう すくだま っ たそうろう

立 っ たそうろう 立 っ た そうろう

ぶたそうろう ぶたそうろう

そらきた またきた ど っ こ いきた やれきた

方言を交えた ことばが, リズミカル に唱えられます｡

< い の い の どんとこ っ とりさん >

今回の授業の ため に私が脚色したお話です｡ 末尾資料に掲載しま したo お話 のもとにな っ て い るの は, 私

自身が祖母から聞い たもの です｡

山 - 畑仕事にい っ た男が, お昼を食
べ て昼寝をして いますo そ こ - 小鳥がや っ てきて , 口 の 中に吸い 込ま

れて しま います｡ 目覚めた男がお腹を見ると, お - そから小鳥の羽が出て おり, そ こを引 っ 或るとおかしな

鳴き声が聞こえてきます｡

ぴ い - ぷ う ー ごん げんだ

も っ て えま いればス ッ ポ ロ ピ ン の パ チ リ ン ピ イ
一

書んだ男払 こ の声を村中の 人々 に聞かせて 回りますo そ して 夜, 夢を見るの で すが, そ こで はお腹の 中

の /j 嶋 がた くさ ん の卵を産み, 男 の 口 から飛び出 します｡
たくさんの 赤ちや ん烏の 鳴き声が聞こえて きま

す｡

ぴ い - ぷ う
ー ご んをヂんだ ス ッ ポ ロ ス ッ ポ ロ ス ッ ポ ロ リ ン

ぴ い
- ぷ う ー ごんをヂんだ プ

- プ ー プ
ー プ - プ

ぴ い - ぷ う
ー ピ ッ プ ッ プ プ ッ プ ッ プ ッ プ ッ パ ピプ ベ ビ

ー
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そして , 何と, これらの 小鳥たちは眠 っ て い る日本中の 子どもの お腹の 中にス ルリ
-

｡

11 3

Ⅲ 活動の枠組み

日本語を意識し, 日本語の 中にある音楽的側面を感じ取 っ て表現する ことを中核とした授業を展開しま

す｡ 仝 3 時間の授業の核となる活動を以下の ように絞りました ｡

< 呼びかけと応答 >

｢ 0 0 さん｣ とい っ た呼びかけ, ｢ はあい｣ とい っ た応答を基本とした活動で す｡ 日本語の抑揚, 音高アク

セ ン ト等を含めたことばの ニ ュ アンス , 会話にお ける即興性, 呼吸を合わせたやりとりを重視します｡ 呼び

かけには, ｢ 0 0 さん｣ だ けで はなく, ｢ 元気で すか｣ ｢ おはよう｣ ｢ こ んにちは｣ ｢ あそばう｣ など, いろい

ろ考えられます｡
これに対 して ｢ 元気で すよ｣ ｢ あとで｣ ｢ い いよ｣ など, 適当な児童の答えが期待されます｡

また, 教師による呼びかけの方法も様 利 こ考えられます. 例えば, 同じ ｢ 0 0 さん｣ でも,
一

呼吸を長くと っ

て ｢ 0 0 さ - ん｣ と い うこともで きます｡ あるい は, 硬く ことばを区切 っ た表現や ｢ ソラ｣ や ｢ ミソラ｣

の音階を用い た節で 呼びかけることもできます｡ それらの呼びか けに対応 した児童の反応が期待されます｡

なお この際, 教師との呼吸を合わせるために, ボ ー ル を用いて やりとりをい たします｡ これは, 清水和氏

の授業の方法を用いたもの です
14

｡ ボ ー ル を投げる ･ 受けとる ことを通 して , 相互に ｢ 間｣ を感じ, フ レ ー

ズを整えアンサンプル が可能になるで しょう｡

< わらべうた を中心とした音楽遊び >

すで に , こ の 授業に入 る前に伊藤純子先生 によ っ て , たくさんのわらべ 歌が紹介されて います｡ どれも児

童が大好きなもの ですが, 既習の わらべ歌を楽しみむとともに, 以下 の ような新しい もの を加えて いきます｡

さよなら三角

さよなら三角 またきて四角

四角はとうふ とうふは白い 白い はうさぎ うさぎははねる

はねるは のみ のみ は赤い 赤い はほうずき ほうずきは鳴る プ -

ツ プ
-

ツ プ

さよなら三角 またきて四角で またあした

手 つ な いで

手 つ な いて 手 つ な いて 0 0 行こ っ せ

肩くんで 肩くんで 0 0 行 こ っ ぜ
5

( * o o に 払 行きたい場所を挿入 します.)

< お話の 中から生まれることばの音楽的側面を楽 しむ活動 >

｢ お べ んと すい と｣ で は, こ の ことばから生まれるリズム型にの っ て ｢ おせ んべ うい ろ｣ - ｢ テテ ンとた
い こ｣ - ｢ ゴ ホ ンとしや つ くりこ｣ - ｢ コ ロ ツとス ッ と｣ とい っ た表現を楽 しみます｡ また, ｢ ちや つ くり
がき い ふ｣ で は, ｢ きんぎょ - え, きんぎょ 一

つ ｣ ｢ とうふ -

, ごまあげ, がんもどき っ｣ の 呼び声から発展

させ , い ろい ろな物の 売り声を作り出す ことも可能で す｡ 児童がお店やさんになっ て みるの も 一 案で す｡
こうした学習を発展させ ｢ いの い の どんとこ っ とりさん｣ で 払 児童の お腹に入 っ て い っ た ( と想定され
る) 小鳥の鳴き声をそれぞれが作り出す活動 - と発展させ たい と考えて い ます｡ お話に よ っ て 児童 の持 つ ｢ 作
り出すカ｣ を引き出せたら成功です｡

< ことばと音楽 (楽器) と の 交信活動 >

｢お べ んと すい と｣ に 出てくる ｢ テ テ ン とた い こ｣ や ｢ ち や つ くりがき い ふ｣ に登場するチン ドンや の
｢ チ ャ ンチキチイ - ン, ドドオ ー ン｣ の 流れか ら, こうしたオノ マ ト ペ を利用 して楽器 の表現をする活動で
すo 最初は, こ の ｢ テ テ ン｣ ｢ チ ャ ンチキチイ - ン･ ドドオ ー ン｣ をもと に鉦や太鼓を用 い て表現 し, 次第
に い ろ い ろなリズム の表現に発展させます｡ 児童が, 作り出したもの を楽器で演奏 し, い わば楽器と会話さ
せながら, 多様な表現を生み出すことが期待されます｡
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こうした表現は, 後年日本の伝統音楽における唱歌 ( しょうが) を用 い た学習にも自然と結びつ い て い く

で し ょう｡

Ⅳ 学習が期待される音楽的側面

児童に期待される内容を音楽的側面に限定するならば, 次の ように整理されます｡

○時間的な要素
｡ 一 呼吸で ことばを表現することから生ずる時間間隔 (感覚) ( e x . だ るまさんが ころんだ)

･ 語りや会話, 定型が生み出す時間間隔 (感覚) ( e x . 雪 の下から山越に - )

｡ 身体の 動きに伴う拍の 伸縮や軽重の 変化 ( e x , ソ
-

レ , ドッ コ イ シ ョ)

･ 個人の 息に従 っ た自由な伸びや伸縮 ( リズム) ( e x . きんぎょ - えきんぎょ - )

ことばの リズムが生み出す時間間隔 ( 感覚) ( e x . そらきた, またきた, ど っ こい きた, やれきた)

･ 等拍のリズム ( e x . お て らの お しょ さんが - )

･ 表間 ｡ 裏間
｡ 柏 の軽重 ( e x . ドン ドコ ドン)

･ 拍 の伸縮 ( e x . セ -

ノ ッ ヨイ シ ョ)

･ 漸次的変化 ( e x . ド ー ン ド ー ン ドン ドン ドン ドン ドン ドン
. ･ ･ ･ . . - )

･ 附加リズム ( e x . あんたがたどこさ, ひ ごさ, ひ ごどこさ)

･

リズム型 ( e x . 定型 の リズム パ タ ー ンやそ の組合せ)

｡ 拍感 ( 上記の ような拍の それぞれの特徴)

･ 間 (ま)

○音色, 発音, 語呂合わせ的要素

｡ 様々な音色, 音色の変化 ( e x . チ ャ ンチキチ ン, ドドン コ ドン, o r 個性的な声の 音色, 個人内の声の 音色

の変化)

･ 発音の 違い , 様々 な発音の組合せ ( e x .
ム シ ャム シ ヤ ガ シ ヤガシ ヤ)

｡ 語呂 の組合せ ( e x . ちゃ っ くりがき い ふ)

○旋律的要素

｡ 抑揚, 高低アクセ ントの表現から生まれる節 ( フ レ
ー ズ) ( e x . お かあさん なあに)

ことばのまとまりから生まれる節や節回し ( フ レ
ー ズ)

｡ フ レ ー ズ感 (上記の ようなフ レ
ー ズ の それぞれの特徴)

･ 音階 ( e x . ゾ ラ, ミリラ)

｡ 相対的な音高

･ 音高の 漸次的な移行

○構成的要素

ことばの 附加的な連結

ことばの 拍節内 - の挿入

｡ 音節を生 か した構成

○合わせる要素
･ 息, 呼吸を合わせ る

･ 問を感じて合わ せ る

○身体的な要素

･ 発音

･ 息 ( 呼吸) の コ ン ト ロ
ー

ル と音楽 の つ ながり

･ 身体運動 (遊びや動き) と音楽の つ ながり
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Ⅴ 授業構成案
16

1 どの ような題材か

｢ に ほんごは おんがくの すてきなおかあさん｣

日本語が持 っ て い る音楽的な側面を感じ取 っ て , それらを生か した音楽表現を楽しみます｡

2 なぜこのような題材か

日常的に日本語を用い て話し, 考え, 行動し, 表現してい る児童の 身体には, ことばの持つ 特性が生かさ
れた音楽性が内包されて います｡ と いうのも, ことばやことばを用い て表現する行為その もの が, すで に音
楽的な側面を多く持 っ て いるからですo

こ の事実をしっ かりと把握した音楽授業が必要だと考えます｡

残念なことに, こうした子どもの持つ 音楽性を, 現在の 日本の音楽教育が十分に 汲み取 っ て い るとは思え
ませ ん

｡ むしろ これまで の 学校の音楽教育は, 子どもが自分の 内に育んで きて 自然な音楽的成長を抑え, そ
れとは異な っ た方法で新たな価値体系を教えてきたとい うこともできます｡ もちろん, 様々 な価値体系を学
習することは大切なことですo しか しながら, 基本になるもの は何なの か を考える必要が あります｡

｢ こと
ば｣ に注目するのは この ためです｡

また昨今, 学習指導要領をはじめ, 日本の伝統性に根ざした音楽を扱う ことの 重要性が指摘されて います
が, こ の こと乱 撃曲や民謡, あるい は和太鼓をカリキ ュ ラム に取り入れるだ けで 解決する問題で はありま
せんo 問題は, 日本 の伝統音楽の ｢ 何｣ を押さえ, どの ようなつ ながりを持 っ て教えて いくかとい っ た点で
すo すなわち, 日本 の文化の 中で育 っ て きた音楽を受け止め, 自国の文化として の深い理解が できるため に
は, そ の ためのカ リキ ュ ラム が小学校から 一

貫して 存在する必要があります｡ そう して はじめて , 日本の伝
統音楽を異文化で はなく, 白文化と捉えることができるの で す

17

o 今回の 1 年生 の授業は, そ の ため の 一

歩と
位置付けて います｡

日本で は, ことばを出発点として古くから豊かな文化が醸成されてきま した
｡ 音楽の場合もそうです｡ 声

明, 謡曲, 語り物, 三味線音楽等々 , 伝統的な音楽の多くは, 声の音楽が多い と言われて いますが, これら
は語る こと, 唱える こと, 謡うこと, 唄うこと, 詠うこと, 詣う こと, とい っ たように, ことばを核として
花開いて きました

｡ 日常的な会話やわらべ歌, あるい は相撲の呼び出し, コ マ ー シ ャ ル などの 中に, 伝統的
な音楽との共通点を見出すことは容易で す｡ 小学校の それも 1 年生 におい て , ｢ ことば 一 昔楽｣ を軸に した授
業を具体的に提案する ｡ これがもう 一

つ の目的で す｡
｢ にほん ごは おんがく のすて きなおかあさん｣ は, こうした背景から考え出されました ｡

授業で 払 ことばの持 っ て い る音楽的な側面を感 じ取 っ て , それらを生か した音楽表現を楽 しみます. 3

時間の 中で できる ことは, 多くはありませ ん｡ ｢ ことばの持つ 音楽的側面｣ とは, Ⅴ章で示 したように多岐
にわたり, しかも総合的な性格を持つ もの で すが, 本授業におい て は, 活動の それぞれにお いて 特に, 拍,
ことばが生み出すフ レ ー ズ, 音色に重点をおいて 進めます｡

3 ねらい は何か

3 時間の 授業に お いて , 次 の 4 点をねらい と します｡

･ こ とば の持 つ 音楽的側面 (拍, フ レ ー

ズ, 音色) に興味を持ち, 意欲的に表現 しようとする態度を養う｡

･ こ とば の持 つ 音楽的側面 (拍, フ レ ー

ズ, 音色) を感 じ取り, それらを生か した表現 の 工夫をさせる ｡

･ こ とば の持 つ 音楽的側面 ( 拍, フ レ ー

ズ, 音色) に気を付けて , 声で表現する技能を伸ばす｡

･ こ とば の 持 つ 音楽的側面 ( 拍, フ レ ー ズ, 音色) に気を付けて 聴くとともに , それぞれ の気分を感じ取 っ
て聴く ようにする｡
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4 どの ような流れになるか, 用いる教材は何か

3 時間の 流れを次 の ように計画 しました ｡ なお, 教材に つ い て の詳細は, Ⅲ章をご覧下さい o

内 容
活動の発展と教材 ( )

1 時間目 - → - - 2 時間目 - - - - 3 時間目 -

ボ
ー ル を用い E ボ

ー ル で おはなし 1】 E ボ ー ル でおはなし 2 】 1

↓

↓

｣

た呼びかけと ･ 名前を呼んで ボ
ー ル を投げ ･ 様々 な距離やボ

ー ル の ス

応答 る教師に 対 して ボ
ー ル を投 ピ ー ドに応じて 応答をするo

【ボ ー ル で お げ返しながら声で答える○ (互い の距離感やス ピ
ー ド

はなし 1 】 ( ｢ ○○ さ ん｣ ｢ は あい｣ と 感 の 違い に よる声 の 応答表

E ボ
ー

ル でお い つ た形を基本と した応答 覗, リラ
○ ミ ソラなどの音階

はなし 2ヨ 表現) も交えた応答表現)

わらべ うた K うた つ て あそ ばうヨ - - - → → → → → → → → →

E うた つ て あ ･ わら べ うたに よる身体表現や歌道びを楽しむ o
｣

そぼうヨ ( . もぐらどんのおやどがね . ずいずい ず つ ころばし . せ つ せ つ せ の キ ユ ー ピ ー さん . た

けの こ
一

本おくれ
.

ひ らい たひらいた など既習の 曲や
. 茶々 つ ぼ . さよなら三角 . 手 つ

ない で , などの新曲) ｣

お話とその展 E い ろんな声をた の しもう】 【もの 売りさん にな つ て み K 楽器とお
はなし】

開 ---- → よう】 - → → → → → → →

E い ろんな声 ･ ｢ ちや つ くりがき い ふ｣ の
･

お話を展開させ, 物売り に
･ お話を展開させ, ｢ チ ヤ

を た の し も お 話を聞 い て , こ と ばの 表 な つ て , それぞれ声で 表現
ン チ キチ イ

- ン, ドドオ ー

う】 現 を楽しむ o ( ｢き ん ぎよ
- する o

ン｣ と い つ た唱歌( しようが)

【もの 売りさ え, き ん ぎ よ
一

つ｣ ｢ と う (様 々 な も の 売 り の 声 : の発想を生か して , 大太鼓,

んにな つ て み ふ -

, ごまあげ, が んもど ｢ な つ とな つ と - ｣ ｢ い
- し 締め太鼓, 鉦 の 唱歌を自分

よう】 き つ ｣ ｢ ちや つ くりがきい ふ｣ や
- きい も ー やきい も｣ ｢ た で作る○ ( ｢ ドン ドコ ｣ ｢ チ ヤ

【楽器とおは ｢ バ ツ ピ, プ ツ ペ , ポ｣ ｢ チ ヤ けや
- さおだけ -

｣ ｢ あま
- ンチ キ｣ ｢ テテ ン｣ などの 唱

なしヨ ン チ キチ イ
- ン , ドドオ

ー

い 甘酒｣ ｢ おせんに キャ ラメ 敬) ｣

【おなか にい ン｣) ル｣) K おなか に い る の は どんな

るの はどんな

′卜島さん? 】

E ■■⊆】 -.⇒ ー ー ー → 小鳥さん? ヨ →

･ ｢ い の い の どんとこ つ とり

さん｣ を聞いて , もとの 鳴き

声を参考に しなが ら, 自分

の鳴き声を表現するo

(小鳥さんの鳴き声)

5 学習指導要領との 関連はどうか

本授業は学習指導要領の 指導事項 の 多く に関連して い ますが, 直接的
に は以 下 の事項を考えて い ますo

(下線筆者)

A 表現

(2) 楽曲の気分や音楽を特徴付けて い る要素を感じ取
っ て , 工 夫して表現で きるようにする｡

イ 拍の流れやフ レ
ー ズを感 じ取 っ て , 演奏した り身体表現をしたりすること o

(3) 歌 い 方や楽器 の演奏の 仕方を身に付けるようにするo

ァ 自分の 歌声及び発音に気を付けて 歌うこと ｡

(4) 音楽を つ く っ て 表現で きる ようにするo

リズム 遊びやふ し遊びなどを楽しみ, 簡単なリ ズム を
つ く っ て表現すること ｡
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B 鑑賞

(1) 音楽を聴い て そ の よさや楽しさを感じ取るようにする｡

イ リズム , 旋律及び速さに気を付けて聴くこと ｡

ウ 楽器 の音色に気を付けて 聴く こと｡
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6 評価規準をどの ように設定するか

学習指導要領の 指導事項は上記の ように, 表現 ( 歌唱, 創作) と鑑賞に関連して考えられます｡
こ こ に対

応する評価規準すなわち内容のまとまり ごとの 評価規準とそ の具体例は以下の通りです｡ 下線は本授業の評

価規準と特にかかわりの深い内容を示 して います｡ なお, こ の 評価規準は, 国立教育政策研究所より報告の

あ っ た ｢ 評価規準 の作成, 評価方法の 工 夫改善のための 参考資料一評価規準, 評価方法等の 研究開発 -

｣ (辛

成14 年 2 月) がもととな っ て います｡

ア 音 楽 - の 関

'b . 意欲 . 態度

イ 音楽的な感受や表現の

工夫

ウ 表現 の技能 エ 鑑賞 の能力

歌唱 ○ ○ ○

器楽

創作 ○

鑑賞 ○

内

【歌唱】 歌唱表現 【歌唱】 斉唱や輪唱などに 【歌唱】 範唱や範奏を聴い 【鑑賞】 リズムや旋

に対する興味 . 関 よる歌唱表現及び歌声の よ て歌 つ たり, 階名で模唱や 律及び速さ, 楽器の

心をもとに, 進ん さや楽しさを感じ取るとと 暗唱をしたり, リズム譜に 音色や歌声などに気

で歌唱表現を楽し もに, 歌詞の表す情景や気 親 しん だ り して い るo ま を付けて聴くととも
容
の
むとともに, そ の 持ちを想像 し, 拍の 流れや た, 自分の 歌声及び発音に に, 楽曲の気分を感

ま 経験を生活に生か フ レ
ー

ズなどを感じ取り, 気を付けて歌うとともに, じ取 つ て聴くo

と
ま
り
･I ■ ◆
ヽ
_

と
の

秤
価
規
準

そうとする ○ それらを生か した歌唱表現 互い の 歌声や伴奏の響きを

を工 夫した り, 身体表現を

工夫したりして い るo

【創作】

様々なリズム , い ろい ろな

声や音の響きの おもしろさ

を感じ取るとともに, 音楽

表現の イメ ー

ジをもち, そ

れらを生か した音楽づ くり

を工夫して い る○

聴い て歌 つ て い る○

秤

【歌唱】 【歌唱】 【歌唱】 【鑑賞】
･ 斉唱や輪唱など ･ 歌詞のもつ リズムや こと ･ 範唱や範奏を注意深く聴 ･ フ レ ー ズ のまとま
の歌唱表現に興味 ばの 抑揚などに気付い て表 き, リズム , 旋律, 強弱, りを意識してリズム

や関心をもち, 楽 現を工夫して い る o 速度などに気を付けて , よ を感じ取 つ て 聴く○

価
規
しく歌おうと して ･ 拍 の流れやフ レ ー

ズ, 強 りよ い表現をめざして 歌 つ ･

い ろ い ろな楽器そ

翠 い る
o 拍や弱拍を感じ取 つ て, 歌 て い るo のも の に興味をも つ

の

目

･ 歌 に合わせて 自 い方や身体表現を工夫 して ･ 正 し い 発音, きれ い な発 たり, 音楽を聴く中
E i)
体 ら体を動か し, 莱 い るo 普, は つ きりと した発音に で , 自然に聞こえて
例 しく歌唱表現をし 【創作】 気付くとともに, 心 を込め くる楽=器 の音色に気
て い る

o

･ 様々 なリズム や音そ のも て歌詞を読んだり歌 つ た り を付 けた り して 聴
の の おも しろさを生か した

表現を工夫して い る○

して い る o くo
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これらを題材及び題材の ねらい と再度照らし合わせ, 次の ように題材の 評価規準と学習活動にお ける具体

の評価規準を設定しました ｡

ア 音楽 - の 関心 . 意欲 .

態度

イ 音楽的な感受や表現

の 工夫

ウ 表現の 技能 エ 鑑賞の 能力

題 ことばの持つ 音楽的側面 ことばの持つ 音楽的側面 ことばの持つ 音楽的側面 ことばの持つ 音楽的側面
材
の
( 拍感, フ レ ー

ズ, 音色) ( 拍, フ レ ー ズ, 音色) ( 拍, フ レ ー ズ, 音色) (拍, フ レ ー ズ, 音色)

秤 に興味を持ち, 意欲的に を感じ取り, それらを生 に気を付けて , 声で表現 に気を付けて聴くととも
価
規
表現しようとする o か した 表現の 工 夫をす して い るo に , それぞれの気分を感

翠 る○ じ取 つ て 聴くo

学
習

①ボ ー ル の応答やわらべ ①教師の 呼びか 桝こ対し ①教師の 呼びか 桝こ対し ①唱歌と演奏された音楽

うた による遊びを楽しん て , 拍 の 流れやフ レ ー ズ て , 拍の 流れやフ レ ー ズ が合 つ て い るか, 注意し

で い る o (歌唱) を適切 に感じ取 つ て 応え に気 を付 けて 応えて い て聴 いて い る○ (鑑賞)
括
動
に

②お諸に関Jb をもち, 莱 て い る○ ( 歌唱) るo (歌唱)

しみながらもの売りや唱 ②もの 売りの 声の拍の 流 ②も の売りの 声の拍の流
お

け
る

歌 ( しようが) などの表 れやフ レ ー ズを感じ取 つ れやフ レ ー ズ に気を付け

現をしようとして い る. て声を合わせて表現を工 て 声を合わせて表現して
具
体
の

秤
価
規
翠

(歌唱) 夫して い るo ( 歌唱)

③ ｢ テン｣ ｢ ドン｣ ｢ ドコ｣

｢ チ ャ ン｣ ｢ チ キ｣ な ど

の音の特徴を生か した表

現を工 夫して い る o (刺

作)

い るo (歌唱)

7 授業の全体計画, そして評価の計画と方法は?

授業 の全体像は以下の通りで す｡ 評価規準と評価方法を位置付けます0

時 ねらい . 学習活動
具体の

評価規準
評価のポイ ント 評価方法

1 【ボ ー ル でお はなし1 ヨ ア
- ①

イ - ①

ア - ②

- 教師の投げかけたボ ー ル を 表情や身体の 動きを

･ 名前を呼んで ボ ー ル を投をブる教師 積極的に返すo 観察

に対して ボ ー ルを投げ返しながら声 - 双方の距離やス ピ ー ドの変 一 人 一 人 の反応と周

で 答えるo 化に応じた応答をしようとし 困の 児童 - の問いか

【うた つ て あそばう】 て い るo

- 絵本を見つ めたり, お諸に

けにより達成状況を

･ わらべ うたによる身体表現や歌道

びを楽しむ○

E い ろんな声をたの しもう】

把握

表情や反応を観察

口ずさみな どの反応

を観察

･ ｢ ち や つ くりがき い ふ｣ の お話を 反応したりして い るo

聞 い て , ことば の表現を楽しむ○ - ポイン トとなる表現を口ず

さ んだり して 反応して い る○
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2 【ボ ー ル で おはなし 2】 ウ -

①

イ - ②

- 教師の 呼びかけに合 つ た声 応答の 歌い方を聴取

練習の 様子を聴取

演奏による聴取

･ 様々な距離やボ ー ル の ス ピ ー ドに

応じて応答をする○
･

ソラ . ミゾラなどの音階も用い る○

【うた つ て あそばう】
･ わらべ うたによる身体表現や歌遊

びを楽しむ○

【もの売りさんにな つ てみ よう】

とス ピ ー ドで応えて い るo

→ それぞれのもの 売りに特徴
･ お話を展開させ, 物売りにな つ て , ウ - ② 的な声の 表現をしようとして
それぞれ声で表現するo い る

○

→ それぞれの もの売りに特徴

的な声の表現ができて い るo

3 【うた つ て あそばう】
･ わらべ うたによる身体表現や歌道

びを楽しむ○

【楽器とおはなし】
･ お 話 を展開 させ, ｢ チ ャ ン チ キ エ ー

①

イ -

③

ア - ②

- 教師が 口で 唱えた唱歌と実 唱歌を唱えさせる こ

チイ
- ン , ドドオ ー ン｣ とい つ た唱 際の演奏が合つ て い るか どう とにより確認

取り組みの様子の観

歌 ( しようが) の発想を生か して , かわか るo

大太鼓, 締め太鼓, 鉦の 唱歌を自分 - 音色の違い を組み合わせて

で作る○ 唱歌を作 つ て い るo 察や唱歌 の発表
【おなか にい る の はどんな小鳥さ - 興味をも つ ておはなしを聞 児童の様子の観察,
ん? 】 き, 鳴き声を作りだそうとし 鳴き声の発表により
･ ｢ い の い の どんとこ つ とりさん｣

を聞い て , もとの 鳴き声を参考に し

ながら, 自分の 鳴き声を表現しよう

とする○

て い る, 確認

8 実際の展開はどの ようになるか

1) 1 時間目の学習

(1) ねらい

･ ボ ー ル による応答やわらべ うた遊びに興味を持ち, 楽しく参加する｡
･ おはなしに出てくるもの 売りの ことばの 拍感, フ レ ー ズ感, 音色の変化のおもしろさを体験する｡
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(2) 展 開
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学習内容 【教材】 教師の 働きかけ 児童の 活動
評価規準 【評

価方法】 等

ボ ー ル で おはなし 1

ア
-

①
○呼びかけ (教師) と応答 ○氏名等を用 い , 呼びかけな ○教師か ら問われた内容に対

( 児童) がら児童に ボ ー ル を投 げか して , ボ
ー ル を投げ返しなが

･ ボ ー ル の 応

･ 教師の 呼びかけに対して け, 児童の 応えをボ
ー ルとと ら応える o

答やわらべ う

フ レ ー ズや拍感を合わせて もに受け止めるo
･

ボ
ー ル を受けとりやすい位 た による遊び

応えるo
･ 最初は, ｢ ○○さん｣ ｢ はあ 置に座る o

を楽しんで い

るo

【表情や身体
E｢ ○ ○ さ ん｣ ｢ は あ い｣ い｣ から始め, しだ い に呼び ･ い ろ い ろな呼びか 桝こ対し

｢ オ ー

イ｣ ｢ なあに｣ な ど かける内容を変化させるo て , 適切なことばで応える o

の 呼びかけと応答ヨ
･ 応答 の ことばの 拍の 流れや

･ 教師の 投げか けるボ
ー ル の の 動 き を観

フ レ ー ズが呼びかけと合うよ ス ピ ー ドを感じて , それに合 察ヨ

うに指導するo わせた応えをするo イ
- ①

･ 教師の 呼び

か け に 対 し

て , 拍 の流れ

やフ レ ー ズ に

気を付けて応

えて い る o

巳
一

人
一

人 の

反応と周囲の

児童 - の 問い

かけに より達

成 状 況 を 把

握】

うた つ て あそばう

○わらべ うたに よる身体表 ○わらべ うた による遊び に誘 ○わら
べ うたに よる身体表現

現や遊び うo や遊びをするo

こ と ば の 持 つ 拍感,
フ ･ 前 回 訪 問 時 に 教 え た,

. 手遊び の ｢茶々 つ ぼ｣ の で

レ
- ズ感, 音色の おも しろ ｢茶々 つ ぼ｣ を確認するo きぐあいを示すo

さを感じ取る ○

･ ｢ せ つ せ つ せ の キ ユ
ー ピ ー . 好きな歌や教えて あげた い

K . せ つ せ つ せ の キ ュ
ー さん｣ を教師が児童から教え 歌を歌 つ て遊ぶ o

ピ ー さん . たけの こめだ し て もらうようにするo
. 全 員 で ｢ せ つ せ つ せ の

た
. 茶茶つ ぼ . 手 つ ない で

. ･ 身体 の 動きや歌 い方にも気 キ ユ
ー ピ ー さん｣ を声を合わ

さよなら三角 など】 を付けて 歌わせ るo
. 先生 と せ て歌うo

の じ や んけん勝負とし, 楽し
･ ｢ 手 つ ない で｣ を教わり,

くできるように, 留意するc 行きたい 場所を入れて 遊ぶ o

･ ｢ 手 つ ない で｣ を教えるo

い ろんな声をたの しもう ア
- ②

･

お諸に関心
○もの 売りなどの 様々 な声 ○絵本の ｢ ちや つ くりがき い ○ 教 師 の 読 む お は な

し

の表現 ふ｣ を読んで 聞かせ るo ｢ ちや つ くりがきい ふ｣ を聞 をもち, 楽し

･ ｢ ち や つ くりがき い ふ｣
･ ｢ ち や つ くりがき い ふ｣ ｢ ぱ き, 呼び声を表現するo みながらもの

売 り や 唱 歌
の お話を聞い て , ことばの ぴぷ ぺ ぽ｣ , 金魚売り, とうふ

･ おはなしを聞くo

持つ 拍感, フ レ
ー

ズ感, 育 売り, チン ドン屋 の 呼び声の
･ 教 師 の 指 示 に 従 つ て , ( し ようが)

色の 楽しさを体験する o 表現の 拍感, フ レ
ー ズ感, 普 ｢ ちや つ くがき い ふ｣ ｢ バ ツ ピ などの 表現を

【おはな し ｢ ちや つ くりが 色に注して読むo プ ツ ペ ポ｣ , さらにチ ン ドン しようとして

き い ふ｣ , ｢ さよならさんか
･ お話の 中の ｢ パ ッ ピプ ツ ペ 屋 の ｢ チ ャ ンチ キチ イ

-

ン い るo

く｣ヨ ポ｣ の場面から児童を参加さ ドド
ー

ン｣ と い つ た呼び声の 【絵本を見る

せるように し,
一 緒 に呼び声 それ ぞ れ を声 で 表現 し て み 表情やお話

に

対する反応を
を表現させるo る o

･ ｢ ち や つ くがき い ふ｣ ｢ バ ツ
･ 最後の部分は, グ ル

ー プ ご 観察】

ピプ ツ ペ ポ｣ , さらにチ ン ド とにそれぞれも の売り, チン
E も の売りの

ン 屋 の ｢ チ ャ ン チキチイ
-

ン ドン屋 の 役割を決めて , にぎ 演奏表現
の聴

ドド
-

ン｣ を分担して声に

出させる o

やか に表現をするo 取】
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2) 2 時間目の学習

(1) ねらい

･ ボ - ル による応答にお い て , 拍 の 流れやフ レ ー ズ を適切な形で表現する｡
･ も の 売り の声の 拍の 流れやフ レ ー ズ の特徴を感じ取 っ て表現を工夫する ｡

(2) 展 開
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学習内容 【教材】 教師の働きか け 児童の 活動
評価規準 【評

価方法】 等

ボ
ー

ル で おはなし 2 ウ - ①
･ 教師の 呼び

か け に 対 し

て , 拍の 流れ

やフ レ ー

ズに

気を付けて応

えて い るo

【応答 の歌い

方を判断, ま
た, 周辺児童
- の 問いか け
に よる確認】

○呼びかけ (教師) と応答 ○氏名や簡単な会話表現を用 ○教師から問われた内容に対
(児童) い , 呼び か けなが ら児童 に して , ボ ー ル を投をヂ返しなが
･ 教師の 呼びか けに対して ボ ー

ル を投げか け, 児童の応 ら応える o

フ レ ー ズや拍感を合わせ て えをボ ー

ル とともに受け止め ･ 問い に対して 自分なりの 返
応える o る o 事の 内容を考えて応えるo
【｢をヂんき｣ ｢ け

ゞ

んきですよ｣ ･ 前時の氏名中心 の 呼びかけ ･ ボ ー ルが弧を描いて 戻る中
｢ あそ ば｣ ｢ い い よ｣ など だけで なく, 短い会話も挿入 に会話をうまくはめ込んで い
の 会話も加えた呼びかけと するo くo

応答】 ･ 児童の応答の様子を観察し ･ 対象とな つ た友達の 応え方
たり, 周囲の 児童に問いただ をよく見聞きして 良い 状態を
したりしながら, 適切な反応

ができるように配慮するo
判断できるようになるo

うた つ て あそばう

○わらべ うたによる身体表 ○わらべ うたによる遊び に誘 ○わらべ うたによる身体表現
現や遊び う○ や遊びをする o

･ こ とばの 持 つ 拍 感, フ ･ ｢ 茶 々 つ ぼ｣ を前時よりも ･ ｢ 茶々 つ ぼ｣ は最初, ｢ ふ た
レ

- ズ感, 音色の おもしろ 速い 速度で行う○ がない｣ で止め, 手の場所を
さを感じ取るo ･ で きた の を確認しながら, 確認しながら遊ぶ ○

【. 茶々 つ ぼ . さよならあ
んころもち】

少しずつ 速く行うo

も の 売りさんにな つ てみ よう イ - ②
･ もの売りの

声の拍の流れ
○もの売りの声の 表現 ○も の 売り にな つ た つ もり ○もの 売りになつ て , 買い 手
･ も の売りの 声を, 拍感, で , 売り声の表現をさせるo が つ くような声の表現を工夫
フ レ ー ズ感, を感じ取 つ て ･ 前時の お はな しを発展 さ するo やフ レ ー

ズを

表現するo せ, い ろい ろなもの売りの声 ･ おはなしに出できたもの の
感 じ取 つ て 声

【おはなしにで てきた ｢ き を紹介するo 他に ｢ な つ とう｣ ｢ い しやき
を合わせて 表

んぎよ｣ ｢ とうふ｣ の他に, ･

それぞれの特徴が出るよう い も｣ などの うり声を聞き,
現を工夫して

｢ な つ とう｣ ｢ い しやきい に歌い, 練習させ る○ 真似る○
い る

o

も｣ ｢ た けや竿だけ｣ ｢ エ ー ･ 二 人
一 組の グル ー

プをつ く ･ 二人で声をそろえて , 練習
【それぞれの

と ころて ん｣ ｢ おせ んにキヤ り呼吸を合わせ て表現を工夫 する○ 特徴をつ かん

ラメ ル｣ ｢ あま - い あまざ させ る. ･ 教師の 声を真似て , うり声
で表現しよう

け｣ などの売り声】 ･ グル ー

プ の表現に対して , の特徴が出るように工夫をす
と し て い る
か, 練習の様アドバイス を行う○ るo

･ 児童をもの売り及び品物に ･ 員い 物をする教師にたい し 子を聴取】

ウ - ②
･ もの売りの

声 の拍の 流れ

見立て , うり声をださせ, 声 て , 売り声をそろ えて 発 す
が合 つ て い ることを評価 しな るo
が ら買 い物をして い く○ ･ 教師が近 くに来たら声を揃
･ 購入された児童は, 敏師の えて 売り声をあをヂる. やフ レ ー ズ に

気を付けて 声
を合わせて 表
現して い る o

【評価をしな
がらグル ー プ

の 売り物を購
入 ○ 演奏に よ
る聴取】

後ろに列にさせるo ･ 買われたグル ー プ から教師
の後ろに列となり, 仲間の売
り声に耳 を澄ますo
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3 ) 3 時間目の 学習

(1) ねらい

｡ 唱歌 の表現と演奏された音楽との共通点に気を付けて 聴く｡

･ 唱歌 の音の 特徴を生かして , 簡単な唱歌を作る｡

学習内容 【教材ヨ 教師の 働きかけ 児童の 活動
評価規準 【評

価方法】 等

うた つ て あそばう

エ ー ①

○わらべ うたによる身体表 ○児童とともにわらべ うたに ○わらべ うた による身体表現

現や遊び よる遊びをするo や遊びをするo
･ こ とばの 持 つ 拍感, フ ･ 既習の わらべ うたの うちか ･ これまで習 つ た曲から選択
レ -

ズ感, 音色のおもしろ ら, 1 , 2 選択させる o
し, 声と身体 をそ ろ えて 遊

ぶ oさを感じ取るo ･ 声をそろえて歌うように注

E既習曲の うちから選択】 意を向ける o

楽器とおはなし

○唱歌を活用した言葉の組 ○唱歌による表現を感じ取ら ○唱歌の 音節を組合せ, 自分

合せ せ, 音色やリズム を組み合わ の唱歌を創作するo
･ 唱歌 の 音節を組合せ , せ新唱歌を作らせ るo

･ 発音 と音色, こ と ば の フ

拍, フ レ ー ズ, 音色がまと ･ ｢ チ ャ ンチキ｣ ｢ ドド ー ン｣ レ
- ズとリズム フ レ

ー ズとが ･ 唱歌と演奏

ま つ た新たな唱歌を作る○ とい つ たお はなしの 中の唱歌 直結 して 作 られて い る こ と された音楽が

【おなはしにで で きた唱歌 の用法を発展させ, 児童に新 を, 教師の 演奏例から聴き取 合 つ て い る
｢ チ ャン チキチイ

- ン ド たな唱歌を発想させる. るo か, 注意して

ド ー ン｣ など, 楽器として ･ ｢ チ ャ ン｣ と ｢ チ キ｣ と ･ 教師の 演奏から, 奏法の 違 聴 いて い る o

【唱歌を唱え

は, 鍾, 大太鼓ヨ ｢ チイ - ン｣ , ｢ ドン｣ ｢ ドド -

い を理解する o

ン｣ ｢ ド コ｣ などの 違い を楽 ･ 自分でも口ずさんで , 聞こ

器演奏により把握させるo える音楽と の 一 体感を味わ
･ 楽器 の演奏から, 奏されて うo

い る唱歌を聴き取らせるo ･ 唱歌と演奏との 対応関係を
･ 唱歌創作する事例を具体的 聴き取るo させる ことに

に紹介するo ･ 楽器の演奏を聞い て , 唱歌 より確認】

イ - ③

･ 二人 一

組 の グル
ー

プをつく として 唱える○

り, そ れぞれ楽器を選択さ
･ 何度も口 で 繰 り返 して 唱

せ , 唱歌によりリズム を作ら え, 自分の グル ー プ の 唱歌を ･ ｢ テ ン｣ ｢ ド

せるo 覚える○ ン｣ ｢ ド コ｣
･ 鉦, 太鼓の 二組の グル ー プ ･ 他 の 異な つ た楽器の グル

ー ｢ チ ャ ン｣ ｢ チ

を組合せ, それぞれの唱歌を プと
一 緒になり, 唱歌を組み キ｣ などの音

つ なをヂて
一

つ にさせ る○ 合わせて 練習するo の特徴を生か
･

い ろんな村の 祭嚇子を想定
･

グル
ー プごとに できた唱歌 した表現を工

して発表させ るo を発表するo 夫 して い る o

･ 児童の作 つ た唱歌を唱えて
･ 発表した唱歌に対応する先 【取り組み の

確認し, 実際に楽器で表現さ 生 の演奏を聞くo 様子 の 観察や

せ る○
･

できあが つ た唱歌と, 先生

の 演奏との対応関係 に注意し

て 聴くo

唱歌の発表の

聴取】

ア - (診
･

お話に 関心

をもち, 楽 し

おなか に い る の はどんな小鳥さん?

○ ことばの 拍, フ レ ー ズ, ○おはなし ｢ い の い の どんと ○お は な し の 続 き の つ もり

音色を意識した表現 (学習 こ つ とりさん｣ を読み, 子 ど で , 小鳥の鳴き声をまとま つ みながらもの

のまとめ) もの 小鳥の表現をさせ るo た形で表現する○ 売りや唱歌な
･

おはな しに出て きた親 の ･ 題材の まとめと して , こと ･ ｢ ビ ー プ - ごん げんだ｣ ど の 表現を し

小鳥の 鳴き声を生 か し, こ ばの 持 つ 音楽的側面に注意を に続く表現を口ずさむ o ようとして い

とば の 拍,
フ レ

ー ズ, 音色 向けさせる○
･ 何度も繰 り返 し て 暗唱す るo

を考えて 子 ども の小鳥の 声
･ 読んだ後, それぞれ の おな る○ 【児童の 様子

を表現する o か に注目させ て , 浮かんで く
･ 数人 の 友達 の 発表 を 聞い の観察, 鳴き

【おはな し ｢ い の い の どん る言葉を何度も繰 り返 させ て , 自分 の鳴き声をより良い 声の発表に よ

と こ つ とりさん｣ に登場す るo も の に して い く○ り確認】

る鳴き声】 ･ 数人 に発表させ るo ･ 発表して 聞き合うo
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おわりに

日本の音楽教育は, 西洋と日本とい う並列的な思考の 中で 存在 してきた ｡ 明治以来, 西洋 の枠組み を取り
込み , そ の 文化を受容し, 消化, 吸収する中で , 今や西洋音楽をまるで白文化の ように感じて い る現実があ
る

一 方で , 日本語を話し, 日本の 風土の 中で生活し, そ こから生まれた感性を基盤としながら独自の 文化を

育んで きた歴史が厳然と存在する｡

これまで の学校の音楽教育は西洋音楽を主体としたもの であり, 日本の伝統性に根ざした音楽は常に日陰
の存在で あっ た o それ故に昨今, こうした状況が見直され, ｢ 日本｣ に目を向けた音楽の 学習が主張されて

いる ｡ しか しながら, これは単に教材の 数や扱われる比率の 問題で はない と考える｡ 例えば, ｢ 日本｣ の 教
材の 比率を全体の 8 割にすればよい の であろうか｡

筆者が重要に思うの は, 日本にお ける西洋と日本 の関係を, 並列, 対立, あるい は共存とい っ た ようにと
らえるの ではなく, む しろ両者融合の 時代に日本人が生きて い るという認識で あり, そ こから必然的に生ず
るであろう, 音楽科教育の パ ラダイム 変換なの である｡

日本語を話して , 日本の風土の中で居ながら, 世界中の様々な音楽を吸収し生活 して い るとい っ た事実,
文化は刻々 と変容し生成され続けて い るという認識で あるc そうした中で , まず基盤となる音楽性, 核とな
る感性を生み出すもの は何かと考えた時, そ こ に浮かびあが っ て きたもの が日本語であ っ た｡ 自らの根 っ 子
の 部分を十分に阻噂理解 し, 多様な文化を学びなが ら新たな白文化を豊か に創造 して いく真の エ ネル ギ ー

払 こ の根 っ 子を耕すことから始まると信じて い るo 今日の提案は, そ の ための ささやかな実践で ある.

末筆ながら, 附属長岡小学校の諸先生, とりわけ音楽科の伊藤純子先生 , そ して 何よりも1 年 1 組の子ど
もたちに心より感謝申し上をヂるo

◎資料

紙芝居 い の い の ど ん と こ っ と りさ ん

も と の お藷 小杉 鼻息

丈 ･ 構成 伊 野 義博
あるところに, い の い の どんというお百姓さんがいました .

よく晴れた春の 日 の ことで す｡

｢ それじや あお っ かさん｡ い っ てくるよ ｡｣

い の いの どんは, おかあさん の つ く っ てくれたおむすびを持 っ て , 今日も山の畑にでか けて いきま した｡
畑に着くと, さ っ そく仕事にかかります｡

さて , 一 生懸命畑をたがやして い た い の い の どん｡ ふ と空を見上げると, もうお日様が東の上 たか ? く登 っ
て います｡

｢ ああ, もうお昼 か｡ そ ろそろお弁当にしよう｡ ｣

バ ク パ アク バ ク バ クバ ク バ クバ クパ ッ クリ コ ン

草の 上 に腰をお ろしたい の いの どん o たちまちおにぎりをたべ て しまいま した
｡

｢ ア - ワ ワ ワ ワ ワ なんだか眠くな っ てきたなあ｡ ｣

おなかが い っ ぱ い に な っ た の と･ ぽ かぽか の お日様の せ い で , い の い の どんはそ の 場に ごろり ･

そ してたち
まち大い びき｡

ごわ - -
- - -

｡ ホ ヒ ョ ヒ ヨ ヒ ョ ヒ ヨ ヒ ヨ ヒ ヨ ｡

ごわ - -
- - -

｡ ホ ヒ ョ ヒ ヨ ヒ ョ ヒ ヨ ヒ ヨ ヒ ヨ｡

そ こ へ ,
-

羽 の こ っ とりさんがや っ て きて , 近くの 木の枝に ち ょ んと止 まりま した
｡

い の い の どん, 口 の まわ りに, ごはん つ ぶ をたくさん つ けて い ますo こ っ とりさんはそれ をみ つ けた の で す｡
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〆苧ヂ
x'
^
ふ ゝ

こ っ とりさんはす 一

つ と ほ っ ぺ に止まると夢中にな っ て こはん つ ぶを食 べ ました o そ して あと ひと つ ぶ に

な っ たとき, い の い の どんの い びきがい ちだんと大きくなりま した ｡

ごわ - - ･
i - - -

｡ ホt: ヨ ヒ ヨ ヒ ョ ヒ ヨ ヒ ヨ ヒ ヨ o

そ の とたん, こ っ とりさんは, い の い の どん の 口 の 中にヒ ュ
-

ツ とす い こまれて しまい ました｡

｢ ア
- あ, よくねたなあo J

｢ なんだか, お - そ の あたりがくすぐ っ たい ぞ｡ ｣

い の い の どんはび 一

つ くり｡

何とお - そ の 穴から, こ っ とりさんの羽が ピ ョ ン ｡

｢ ややややや, これはなんだ ? ｣

お どろい た い の い の どん ｡ そ の 羽を引 っ 張 っ てみ ると,

ぴ い - ぷ う ー ごん げんだ も っ て えまいればス ッポ n ピンのパテ リンピィ
ー

も い ちど引 っ 張ると,

ぴ い - ぷ う ー ごんげんだ もっ て えまいればス ッ ポロ ピンのパ チリンピィ
-

｢ こり あおもし ろい ｡ ｣

い の い の どんは, また羽を引 っ 張りま した｡ すると,

ぴい - ぶう
ー

ごん げんだ も っ て えまいれ ばス ッ ポロ ピンのパテリ ン ピイ
ー

｢ もうい っ ちょう｡ ｣

ぴ い -

ぷ う
ー ごんげんだ もっ て え まいればス ッ ポロ ピンのパ テ リン ピイ

ー

｢ 不思議不思議, みんなに にも聞かせ て あげようo｣

こうな っ たら仕事どころで はありません｡ 畑に鰍をほ っ ぽろか して , 山を下
っ て村の 人たちを集め, お - そ

を出して は羽を引 っ 張ります｡

ぴ い - ぷ う
ー ごんげんだ も っ て えまいればス ッポロ ピンのパテ リン ピィ

-

｢ あ っ はは｡ ｣ ｢ お っ ほ ほ ｡ ｣ ｢ なんて面白い ｡ ｣

村 の 人たちも大喜び｡ おか あさ んも大喜びo い の い
の どんもだ ? い まんぞく o

｢ お っ か さん｡ 今日は, 住 い 日だ っ たね｡ ｣

｢ あ ? あ, わしやくたびれた ｡ おやすみ｣

い の い の どん ,
ふ とんの 上 に バ タン キ ュ

-

o
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夜で すo

い の い の どんは, 不思議な夢を見ま した｡

お腹の中で , こ っ とりさんがたくさんたくさん卵を産んだ の です｡ そ して何と, そ の 卵が次から次 - とか

え っ たかと思うと, い の いの どん の 口 からどんどん飛び出して い きま した｡

子どもの こ っ とりさんのかわい い声が, 賑やかで す｡

ぴ い - ぷ う ー ごんげん だ ス ッ ポロス ッ ポロ ス ッ ポロ リン

ぴい - ぷう - ごん げんだ プ ー プ ー プ ー プ ー プ - ー ー ー

ぴ い - ぶ う ー

ピ ッ プッ プ プッ プッ プッ プッパ ピプベ ビ ー

子どもの こ っ とりさんたち, 小さな羽をばたばたさせて , 眠 っ て い る日本中の 子どもたちのもと へ 飛ん でい

きました
｡ そ して , みんなの 口からお腹の 中 - ヒ ュ - - - - -

.

さあ て , みなさん｡ なんだかお腹がむずむずしませんか ?

トッ ピンカ ラリノ プ ッ

注

1

藤田芙美子 ｢ 日本の 子どもたちの 音楽性とその 育ちに関する民族誌学的研究｣ 『音楽研究 国立音楽大学

大学院研究年報第十輯』1 9 9 8 年, p p . 4 3 - 7 2

2

星旭 ｢ 唱歌｣ 『新訂 標準音楽辞典』 音楽之友社, 19 9 1 年, p . 8 83
3

佐藤峰雄氏は, 菅女唄の 三味線 の 合い の 手を詳細に分析し, ｢個々 の ｢ 合い の手｣ は, おもに 1 拍を単位
に, 自由に拍を変える ことによ っ て , ｢ 間｣ を動か し, その 中で旋律の音をリズム 的に変化させ るこ とに

よ っ て , 音楽的な意味を表出し, ｢語り｣ の内容にそ っ た旋律に変奏しながら演奏される ｡ ｣ ことを明らか

にして い ますo (佐藤峰雄 ｢ 高田菅女歌 < 俊徳丸 > (Bt 物) に見られる三味線の ｢ 合い の 手｣ に つ い て｣
『民俗音楽研究第2 6 号』 日本民俗音楽学会, 2 0 0 1 年, p p . 2 7-4 0) ｡ こ の研究は, 三 味線 の 合い の 手に つ い

て の もの であり, 本発表が焦点を当てて い る ｢ うた｣ とは異なりますが, 拍を単位としたリズム や旋律の

変奏に つ い て 示唆を与えてくれます｡

4

町田佳聾 ｢ 民謡源流考｣ 『日本 の民謡と民俗芸能』 東洋音楽学会, 196 7 年, p .
48

5

柿木吾郎 ｢ 刈千切唄の 比較分析｣ 『日本の音階』 東洋音楽学会, 1 9 8 2 年, p .
1 1 9

6

伊野義博 ｢ 音楽が生み出される場とこどもの かかわり｣ 『日本音楽を学校で教えるというこ と』 日本学校

音楽教育実践学会編, 音楽之友社, 2 0 0 1 年, p p .
50 - 56

7

藤田芙美子 ｢ 話す行為に見られる音楽的側面｣ 『国立音楽大学研究紀要第2 1 集』 1 9 8 7 年 p p . 1 1 3-1 2 2
8

これらの多くは, 附属長岡小学校の伊藤純子先生 により, あらか じめ子どもたちに伝えられて いました
｡

感謝いた します｡
9
こ の歌 ( さよならあん ころもち ?) は, 次の文献から情報を得ま した｡ 近藤信子編 『みんなであそぶ わ
らべ うた』 福音館書店, 2 0 0 2 年

1 0

文 ･ 桂文我, 絵 ･ 飯野和好 ｢ おべ んと すい と｣ 『ごくらくらくご』 小学館, 2 0 0 2 年, p p .
1 3 - 2 2

1 1

文 ･ 桂文我, 絵 ･ 梶山俊夫 『ちゃ っ くりがき い ふ - らく ご絵本 -

』 福音館書店, 2 0 0 2 年
12
こ の お話は例えば, 次 の 文献で も見るこ とがで きます｡ ただ し, 内容は全く同じで はあ りません｡ 水沢謙
一 著 ｢ チ ャ ッ クリガキ｣ 『おばば の昔ばなし一池田チセ ( 75 才) の語る百五十四話 - 』 1 9 7 2 年 ( 初版1 9 6 6
年) p p . 2 9 8 - 2 99

1 3

水沢謙 一 著 ｢ ネズ ミ経｣ 『ふ るさと の 夜語り 一

長 岡
･ 東山の昔話集 -

』 1 9 7 2 年, p p .
1 7 2 -1 7 4

14

清水和氏の 授業 ｢ ボ ー

ル で あい さつ｣ を参考に しま した
o 『音楽之友社ミ ュ ー ジ ッ ク

･

ライブラリ
ー 音

楽をつ くろう あそび ･ 動き ･ 即興か ら 低学年』監修: 楠瀬敏則, Ⅴ= S ビデオ8 5 8 3 1 0 , 音楽之友社, 1 9 9 1 年
15

こ の 2 曲は, 矢部キ ヨ氏を中心と した村上弁の会 ( 新潟県村上市) の 方々カゝら教わ りました (2 0 0 1 年) ｡ 県
内に は, たくさん のわらべ 歌があります｡ 素晴らし い教材の 宝庫です｡
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16
一 般的には, こ の ような形の もの は学習指導案とな っ て いますが, 本稿で は研究と学習指導を結ぶ

一 連の

作業の 中で , 授業をどの ように構成して いくかとい う実践的な方法論を示 して いますの で, こ の ような名前

にい た しました｡
17

これまで の具体的な提案として は, 次 の ような例があります｡

･ 伊野義博 ｢ 教科書とい っ しょにすすめる日本音楽学習の 実践的な年間計画 (試案) ｣ 『音楽科教育の実践学』

伊野義博, 森下修次, 田中幸治, 鈴木賢太, 松浦良治, 清水研作, 横坂康彦著, 三恵払 2 0 0 3年

･ 伊野義博 ｢ ｢ 越天楽今様｣ 新たな視点によるアプ ロ
-

チ
- 小学校 6 年生 における授業の構成 - ｣ 新潟大学

教育人間科学部紀要 第 5 巻第 2 号, 200 3 年, p p . 1 3 5 - 1 7 2


